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「環境白書の刊行にあたって」 

 

 本環境白書は、山形県環境基本条例に基づく年次報告書として、平成30年度における

本県の環境の状況並びに環境の保全及び創造に関して県が講じた施策の状況などを、

「第３次山形県環境計画【中間見直し版】」（平成29年３月策定）に掲げる６つの基本目

標と施策の展開方向の項目立てに沿って取りまとめたものです。 

 

 平成30年度を振り返りますと、まず再生可能エネルギーの導入促進につきましては、

「山形県エネルギー戦略」の開発目標101.5万ｋＷの達成に向け、エネルギーの種別毎

の課題に応じた取組みを進めてまいりました。 

特に、風力発電の導入促進に向けては、内陸部での風況調査を継続するとともに、庄

内沖での洋上風力発電の導入可能性を研究するための産学官金連携による研究・検討組

織を立ち上げたほか、地域分散型エネルギーの導入を図るため、ＩＣＴを活用し発電・

蓄電・消費を最適化するモデル事業を支援し、エネルギーの地産地消を推進したところ

です。 

 また、県内の山岳資源と湧水の魅力向上を図るため、「やまがた百名山」写真コンテ

ストや写真展の開催、ポータルサイト「やまがた山」の運営などによる情報発信を行っ

たほか、「里の名水・やまがた百選」として新たに11か所を選定しました。 

 さらに、平成30年３月に策定した「やまがた木育推進方針」に沿って、「木育絵本」

等を作製したほか、「やまがた木育」講演会等を開催し、やまがた木育の普及を促進い

たしました。 

 このほか、家庭や事業所における省エネ・ＣＯ２削減行動の啓発、ごみの減量化やリ

サイクルの推進等による「ごみゼロやまがた」の実現に向けた取組み、県民参加の森づ

くり活動や鳥獣被害の防止、単独処理浄化槽等から合併処理浄化槽への転換の促進、環

境学習機会の充実など、様々な施策を展開してきたところです。 

 

 今後は、新たに策定いたしました「第４次山形県総合発展計画」の基本目標である「人

と自然がいきいきと調和し、真の豊かさと幸せを実感できる山形」の実現に向けて、「地

域の豊かな自然と環境を守る持続可能な地域づくり」を力強く進めてまいります。 

 

 本白書を多くの県民の皆様に御覧いただき、環境保全活動や環境教育に取り組まれる

際に広く御活用いただければ幸いです。 

 

   令和２年３月 

山形県知事 吉 村 美栄子 
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